第1回彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会議事録
日時  　平成29年(2017年)6月1日(木) 

14時30分～16時10分
場所  彦根市勤労福祉会館3階 中ホール1
［地域経営・地方創生推進室長］
お待たせをいたしました。本日は、お忙しい中、ご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。
ただいまから、第1回彦根市まち・ひ と・しごと創生総合戦略推進協議会を開催させていただきます。
本日の司会をさせていただきます地域経営・地方創生推進室長の野崎でございます。よろしくお願いいたします。
早速ではございますが、議事に先立ちまして、皆様方に市長から協議会委員のご委嘱をさせていただきたいと思います。50音順にお名前を読み上げさせていただきますので、市長から委嘱状を受け取っていただきますよう、よろしくお願いいたします。
(委嘱状の交付)
［地域経営・地方創生推進室長］
ありがとうございました。

それでは、はじめに大久保市長よりご挨拶を申し上げます。

［市長］
皆様には大変お忙しいところ、また、お暑い中をお運びいただきましてありがとうございます。また、今回改めて推進協議会委員の委嘱をさせていただいて、引き続きお受けいただきました方、新たにご就任をいただきました皆様、本当にありがとうございます。

この地方創生の掛け声のもとに、全国自治体がそれぞれの持てる英知を結集しながら、地域の創生に取り組み始めてきております。人口減少の局面にある中にあって、彦根市は踏ん張って頑張っているというところでございますが、これもひとえに「産官学金労言市」のオール彦根で取り組ませていただいている結果ではないかなと思っております。

国がおっしゃっている地方創生のプログラムというものは、その地域において総力を挙げて目標を設定し、それをＰＤＣＡサイクルにより実効性のあるものにしていくことと、そのサイクルにより魅力ある施策を打ち出したところに対して財政的支援をしていくという仕組みになってございますので、今年度も引き続き、皆様方に現在の状況をつぶさに見ていただき、また、ご助言をいただきながら進めてまいりたいと思っております。

さまざまなお立場で、さまざまなご意見を頂戴できたらと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。それでは、どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。

［地域経営・地方創生推進室長］
続きまして、本日は第1回目の協議会でございますので、はじめに委員の皆様の自己紹介をお願いしたいと思います。

なお、会議中の発言につきましては、挙手をしていただきまして、お名前をおっしゃっていただきますよう、よろしくお願いいたします。
(委員自己紹介)
［地域経営・地方創生推進室長］
　ありがとうございました。

　続きまして、事務局の自己紹介をさせていただきます。

(市側、事務局自己紹介)
［地域経営・地方創生推進室長］
　ありがとうございました。
　以上7名の方には協議会の委員としてご就任をいただいております。委員の皆様方におかれましては、協議会の運営につきまして、どうぞよろしくお願いしたいと思います。
　続きまして、お手元の資料を確認させていただきたいと思います。

　まずレジュメの資料が1部、それと資料1、資料2①、②、③、④、⑤、資料3、資料4、それと「彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と書かれている冊子が1部ございます。それと本日の協議会委員の一覧表が別に1つございます。

　以上が資料でございます。不足する資料があれば、事務局にお申し出いただきますように、よろしくお願いいたします。

　それでは、次にお手元の資料1、「彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会設置要綱」をご覧いいただけますでしょうか。
　その中の裏面の第6条第2項に、「協議会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。」という規定がございます。
　本日は委員の方が6名ご出席されておられますので、会議が成立しますことをご報告申し上げます。
　それでは、本日の議題に入ります前に、先ほどの資料1の表、要綱第5条第1項に「協議会に会長を置き、委員の互選により定める。」という規定がございますことから、会長の選出をしていただく必要がございます。
　会長が決まりますまでの間、僭越ではございますが、私が進行をさせていただきたいと思いますので、ご了承のほどよろしくお願いいたします。
　さて、同条の規定では、「委員の互選により定める。」となっておりますが、 いかがいたしましょうか。
(会長の選任)
［地域経営・地方創生推進室長］
　会長、恐れ入りますが、一言、よろしくお願いをいたします。
［会長］
　一言、ご挨拶ということでさせていただきます。彦根市で平成27年からまち・ひと・しごと創生総合戦略というのが策定されたように聞いております。平成28年度から、この協議会を通じてＫＰＩというものを使って、各施策の成果の検証を行っておられるということです。今年度は、この総合戦略に関する事業について、初めて決算を迎えたということで非常に重要な局面でございます。ＰＤＣＡサイクルによって各施策の成果を検証してやらないといけないという、本格的に取組が始まる年度に当たるということでございます。

　このような時期に会長を仰せつかるということで、非常に重責だなと思っております。ぜひ委員の皆様と建設的な議論を重ねて、もり立てていければと思っております。

　それで、総合戦略でございますけれども、四つの基本目標があるということでございまして、1つは「魅力ある安定した雇用が生まれるまちづくり」、2つ目が「次代を担う子どもを安心して産み、育てることのできるまちづくり」、3つ目が「若者のチャレンジにより、新しい人の流れが生まれるまちづくり」、4つ目が「時代に合った地域の中で、安心な暮らしを守るまちづくり」ということで、この目標を達成するためにいろいろな施策を実施されて、それを検証するというのが我々の役目でございます。

　だから、どのように事業に取り組まれているのか、あるいは取組としてどのような手法がいいのか、取組そのものがどうなのかということを、この協議会で検証しながらやっていくということで、まさに戦略そのものの推進のエンジンであろうとも考えられます。

　さらに戦略そのものを効果的に進めるには、行政機関のみが頑張ったらいいというわけではございません。地域や民間事業者の方々、すなわち先ほど言われましたように、「産官学金労言」、産業界、行政機関、教育機関、金融機関、労働団体、メディアのありとあらゆるオール滋賀、オール彦根でチャレンジしないと、戦略はなかなかうまく動かないと思っておりますし、さらにこの協議会を通して戦略をブラッシュアップしていくということで、本当に実のあるものとして進めていかなければならないと考えております。

　今後、戦略を効果的に取り組んで、実りある成果が得られるように責任を全うするということで頑張りたいと思いますので、関係各位の皆様のご協力、ご支援をよろしくお願いしたいと思います。初めに当たりまして、私からのご挨拶とさせていただきます。

［地域経営・地方創生推進室長］
ここからは会長に議長として進行をお願いしたいと思います。
先ほども申し上げましたけれども、ご意見がございます方は挙手の上、会長の許可を得てからご発言をよろしくお願いいたします。
それでは会長、議事の進行をよろしくお願いいたします。
［会長］
ありがとうございます。

それでは、議事に入りたいと思いますが、本日は今年度の第1回目ということでございますので、事務局から本協議会の運営についてご説明をお願いしたいと思います。事務局の方、よろしくお願いいたします。
［地域経営・地方創生推進室］
本協議会の運営方法や役割についてご説明いたします。資料1をご覧ください。こちらは「まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会」の設置要網でございます。
本協議会の役割としましては、第2条をご覧いただきますと、「総合戦略の策定および変更に関すること。」、「総合戦略の成果の検証に関すること。」、「その他人口減少対策および地域活性化に必要な事項に関すること。」とございます。
総合戦略を進めるに当たりましては、ＰＤＣＡサイクルによる評価および見直しを行うことで、より効率的かつ効果的なものとなるようにする必要があります。その「評価」と「見直し」につきまして、このたび皆様にお願いしようとするものでございます。総合戦略における具体的なＰＤＣＡサイクルにつきましては、後ほど説明をさせていただきますが、資料2②にお示ししておりますので、ご参照願います。
資料1に戻ります。第5条第1項の会長につきましては、先ほどお決めいただきましたとおりでございます。
続きまして、第5条第3項に、会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理するとございますので、職務代理者につきましてご指名いただきますよう、お願いいたします。
以上で説明を終わります。
［会長］
ありがとうございました。

それでは、今、ご説明がありました資料1の要綱第5条第3項に、「会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。」というのがございます。その規定に基づきまして、私から職務代理者といたしまして、間塚委員を指名させていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。よろしいですか。
［間塚委員］
分かりました。お受けさせていただきます。皆さん、どうぞよろしくお願いします。

［会長］

どうもありがとうございます。それでは、よろしくお願いいたします。

それでは、引き続きまして、本日の議題は(1)に入りたいと思います。まず、年間スケジュールについてでございます。これにつきましても、事務局からご説明いただければと思います。よろしくお願いします。
［地域経営・地方創生推進室］
それでは、私から議題(1)本協議会の年間スケジュールについてご説明いたします。資料2①から⑤を使いますので、ご用意ください。

資料2①をご覧ください。本日はこの後、総合戦略の概要を説明させていただいた後、国の地方創生加速化交付金および推進交付金を受けて実施した事業につきまして、皆様に評価をしていただきます。通常、本協議会は施策評価をしていただく機関でございますけれども、国の交付金事業につきましては、個別の事業について外部からの評価を受けることとさせているため、お願いするものでございます。

そして7月以降につきましては、施策の評価をお願いすることとなります。

では、この施策評価を含む、まち・ひと・しごと創生総合戦略に係るＰＤＣＡサイクルの流れについて、ご説明させていただきます。
資料2②をご覧ください。最初にピンク色でお示ししましたＰｌａｎにつきましては、総合戦略に係る事業の計画を立てることを示しております。次にＤｏ、青色で示しておりますが、事業を実施するということを示しています。その上で、黄色でお示ししておりますけれども、事業を完了した段階でＫＰＩや事業実績などをチェック、いわゆる評価を行います。この評価の段階では、市内部での評価、基本目標ごとに設けられた部会の分析を経て、全庁の意思決定機関であるまち・ひと・しごと創生本部会の内部評価を行います。これを5月から7月にかけて実施をいたます。
しかし、内部評価だけでは見えてこないこともありますことから、外部委員の皆様の評価をいただくことが総合戦略推進には必要となってきます。

よって、資料2①のとおり、7月と8月に本協議会を開催しまして外部評価をお願いしようとしているところでございます。
評価の指標としましては、資料2③でお示ししておりますＫＰＩというものを使います。この資料にございます各年度のＫＰＩについて、目標が達成できたかどうか評価していただくこととなりますので、よろしくお願いします。
なお、評価結果につきましては、速やかに取りまとめましてホームページに公表する予定をしております。

その後、緑色で示しているＡｃｔｉｏｎですが、協議会での評価結果を内部へ持ち帰りまして、新たな施策を考え、翌年度の事業計画案につなげていくというもので、この一連の流れが総合戦略におけるＰＤＣＡサイクルの流れになります。

なお、事業計画案を策定する前段階である11月に、第4回の協議会を開催する予定でございまして、今後の取組方針を皆様にご報告する予定をしております。

その後、今後の取組方針を反映させまして、2月中旬には新年の予算を取りまとめていくこととなります。

具体的にどういう形で反映されるかをお示ししておりますのが、資料2④、資料2⑤になります。

資料2④は平成28年度に実施しました評価を受けまして、予算化された事業等を載せております。平成29年度の事業になります。

そして、資料2⑤は平成28年度に実施した評価等を受けまして、総合戦略に修正を加えた一覧でございまして、この内容が反映されたものが本日お配りしております冊子という形になります。
以上、簡単ではございますが、説明を終わります。よろしくお願いします。
［会長］

　ご説明、どうもありがとうございました。ただいまのご説明について、何かご質問、ご意見はございますか。
　年度のＰＤＣＡサイクルが回っているということで、その節目のたびにこの協議会が開かれることになりますが、何かご質問はございますか。いかがでしょうか。あるいは、ご意見があればお願いしたいと思いますが、特にございませんでしょうか。

それでは、次に進みたいと思います。次は議題(2)に参りたいと思います。
まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要についてでございます。
これにつきましても、また事務局からご説明いただきたいと思います。よろしくお願いします。
［地域経営・地方創生推進室］

それでは、私から議題(2)のまち・ひと・しごと創生総合戦略につきまして説明させていただきます。資料は最後に付いております冊子になりますので、冊子のほうをご覧ください。
総合戦略につきましては、少子高齢化の進展に的確に対応して、人口減少に歯止めをかけ、住みよい環境を確保して将来にわたって活力のある地域社会を維持していくために策定したものでございます。
冊子の1ページをご覧ください。国立社会保障・人権問題研究所に準拠した人口推計によりますと、本市の人口は平成72年に8万7,000万人までに減少することが見込まれております。よって、この状況に歯止めをかけるために、総人口10万人、年間出生数1,000人、年間100人の転入超過を今後も維持していくことを目指しまして、地方創生に向けた基本的方向や基本目標をまとめたものが、こちらの総合戦略の冊子でございます。
なお、総合戦略の計画期間につきましては、Ⅱの計画期間にございますように、平成27年度から31年度までの5年間としております。
次に2ページをご覧ください。こちらのほうでは、市の最上位計画であります彦根市総合計画との関係について述べております。
総合戦略は人口減少の克服と地方創生を実現するための具体的な施策を定めた計画でありまして、総合計画を具体化し、補完するものとして位置づけています。総合計画基本構想においても、人口減少社会の到来に際しまして、定住人口の減少を極力回避し、交流人口を最大限増加させるという基本方針がうたわれていることから、総合戦略においてもこの方針を重視することとしております。
3ページから4ページにかけましては、総合戦略を策定、推進していくに当たりまして、重視した基本的な考え方を示しております。
1つ目としては、地域資源を生かしまして定住人口の減少に歯止めをかけて、交流人口を増加させるということでございます。2番目には、将来的に生産年齢人口の割合を高めまして、人口構造を安定させる必要があることから、特に19歳から39歳までの若者をターゲットの中心としていくこと、3番目としまして、まち・ひと・しごとの好循環を生み出すために、部局間や政策間での連携をさらに強化していくこと、4番目に市内外に対しての情報発信がより重要となることが考えられることから、シティプロモーション戦略を推進していこうという、以上の4点を重視することとしております。
次に5ページから6ページにかけましては、総合戦略の基本的な方向性を三つ示しております。

1番目には「安定した雇用を創出し、彦根市への新しい人の流れをつくる。2番目に「結婚・妊娠・出産・子育ての希望を実現して、次代を担う子どもたちの健やかな成長を支えていくこと。3番目に時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るということを基本的な方向性としております。

次に、7ページから8ページにかけましては、基本的な考え方や方向性をもとに、総合戦略における4つの基本目標というものを掲げております。

基本目標1としましては、「魅力ある安定した雇用が生まれるまちづくり」でございます。人口ビジョンでは、有効求人倍率と転入者数には相関関係があると分析しましたが、「しごと」と「ひと」の好循環を確立するためには、まず仕事づくりが大事であることから、安定した雇用の量の確保、雇用の質の向上による多様な雇用機会の確保に努めること、また交流人口の増加策として本市の文化歴史等といった地域資源を生かしまして、多くの業種に影響を持つ観光産業を活性化することで消費の拡大を図りまして、雇用の創出を図る取組を進めていこうとしております。
次に、基本目標2としましては、「次代を担う子どもたちを安心して産み、育てることのできるまちづくり」を掲げております。子どもを産みたいと願う人が安心して産み、育てることができるよう、結婚から子育てまでのライフステージに応じた切れ目のない支援を行いまして、経済的、精神的、身体的な負担や不安をできる限り軽減するとともに、仕事と子育てが両立できるような子育てしやすいまちづくりを進めることにより、人口構造を安定させ人口減少に歯止めをかける土台を築いていこうとしております。

次に、基本目標3としましては、「若者のチャレンジにより、新しい人の流れが生まれるまちづくり」ということを掲げております。本市には知の拠点である大学が立地しておりまして、学生が多数在籍・在学していることから官民の連携によって学生の人材育成やスキルアップ、学生が在学中にさまざまなことにチャレンジできる環境整備を支援していこうとしております。

また、若者世代を対象に本市の魅力を発信して、移住を促進する仕組みを構築することを上げております。

最後に基本目標4としましては、「時代に合った地域の中で、安心な暮らしを守るまちづくり」です。コンパクトシティの形成など、人口減少に対する時代に合ったまちづくり、高齢化が進行した地域においても安心して暮らすことができるまちづくり、湖東定住自立圏の推進など、広域推進連携によるまちづくりを進めていくこととしています。

なお、それぞれの基本目標につきましては、計画期間の終了する平成31年度の目標値として、有効求人倍率、年間出生数、年少人口、社会増減数、総人口の指標を設定しておりまして、計画期間内において、その成果を検証することとしております。

以上で、簡単でございますけれども、説明を終わります。よろしくお願いいたします。
［会長］

どうもありがとうございました。ただいまのご説明について、何かご質問、ご意見はございますか。いかがでしょうか。

1つ質問ですが、目標値が平成31年度の目標値で、年度ごとには数値というのはあるのでしょうか。

［地域経営・地方創生推進室］

事務局でございます。資料2③をご覧ください。こちら、総合戦略のＫＰＩの一覧表でございますが、こちらに各ＫＰＩの年度の目標値を示してございます。

例えば、有効求人倍率につきましては、1ページの一番上に基準値というのがまずございまして、基準値は平成26年度の時点の状況を示しております。それに対しまして、平成31年度までの各年度の目標値を各々示しているところでございます。

ほかにつきましても同様になっておりますので、またご参考にご覧ください。以上でございます。

［会長］

ありがとうございます。
最終的に到達する最終目標を年度ごとにブレイクダウンして目標が設定されておるということでございます。

ほかに何かご質問はございますか。

あと、コンパクトシティというのはどんなイメージを考えればいいのか教えていただけますか。大久保市長のお考えはどうですか。
［市長］

本年3月に本市の都市計画のマスタープランを改定いたしまして、この地方におけるそれぞれのゾーンや拠点について、都市計画の中で改めて構想を図りまして、そこに人口を誘導していくということでございます。
彦根の場合は4つの駅がございますけれども、その4つの駅それぞれに、例えば農業振興地など、その特性がございますが、特に彦根駅、南彦根駅周辺をさらに公共施設等の集積も含めて改めて考えていこうということでございます。
それを公共交通で結ぶコンパクトなまちづくりをしていこうということがコンセプトでございます。
［会長］

その中で大体自立できるようなイメージを考えるということですか。

［市長］

地域内の利便性を高めることによって、地域が自立していくという考えもあります。
［会長］

職住接近のようなイメージですね。

［市長］

そうです。
［会長］

ありがとうございます。

ほかに何か委員の皆様からご質問、ご意見はございますか。
どのようなことをイメージして、どういう数値ではかろうとされているかという辺を委員の皆さんに理解しておいていただかないと、後の議論に影響が出る可能性がありますので、よろしくお願いしたいと思います。いかがでしょうか。
［委員］

年間計画のところで、年度ごとに目標設定されているのですが、例えば途中でその数値の修正を行うことはあり得るのでしょうか。
［地域経営・地方創生推進室］

年間計画というところでいいますと、先ほどのＫＰＩのところですか。

［委員］

はい。

［地域経営・地方創生推進室］

こちらにつきましては、基本的には31年度の目標値というのは達成するために目指していくところですので、途中経過につきましては、達成できないものについては新たな施策を打ち出して、より有効な施策をすることによって翌年度以降、達成するように目指していくという形で進めたいと考えております。

［委員］

ありがとうございます。

［会長］

そうしますと、この冊子の一番最後の32ページに「総合戦略の推進」がございますが、その3番目に「ＰＤＣＡサイクルによる検証の実施」ということで、2行目の真ん中に、「その結果を踏まえ、必要に応じ、総合戦略の見直しを行っていきます」ということで、目標値は変えませんが、実際に何を実施していくかと、そういうところは有効なものに変えていくという理解でよろしいですか。

［地域経営・地方創生推進室］

おっしゃるとおりです。
［会長］

はい、ありがとうございます。

その意味で、効果があったらさらに推進する、あるいはもう少しこれを加えれば効果がさらに発揮できるのではないかなど、そういうところの意見なども加えるということが、この協議会の非常に重要な点であろうかと思っております。

ほかにございますか。よろしいですか。

それでは、この議題についてはここで終わりにして次に行きたいと思います。
続きまして、議題(3)でございます。地方創生加速化交付金事業および地方創生推進交付金事業についてでございます。
こちらにつきましては、冒頭にご説明がございましたように、国の交付金を受けて実施された事業であるということでございますので、個別に事業の評価をすることとされております。したがいまして、この場で評価をお願いするということでございます。

それでは、詳細な事業の概要につきまして、各事業の所管課より説明をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
［交通対策課長］
私どもで実施しました事業は、資料3の1ページ目にあります「近江に根ざして120年・「近江鉄道」沿線魅力再発見・創出事業」を実施させていただきました。これは平成28年をもって、近江鉄道が設立120周年目を迎えるということで、これをきっかけに近江鉄道の観光資源として魅力を高めるといったことや、また近江鉄道の沿線地域の魅力を再発見して、地域の活性化を目指すといったことを目的に実施したものでございます。

具体的な手法としましては、滋賀県を中心に沿線地域の5市5町で近江鉄道沿線地域活性化協議会という組織を新たに設立しまして、関係の自治体がそれぞれ負担金を支出する、そして協議会を通じて事業を実施するといった手法で実施いたしました。彦根市としましては、ここでさまざまな事業が実施されたのですけれども、特にその中で近江鉄道を利用した「おいしがうれしが電車」の運行と彦根城を中心に近江鉄道を利用して観光地域を回っていただく、「宿駅散策！近江鉄道沿線を巡るスタンプラリー」という事業を中心に実施しました。
「おいしがうれしが電車」は、昨年の10月に2日運行したのですが、近江鉄道に乗っていただいて、その中で滋賀県産の食材を使ったお弁当を食べていただくといったイベントで、満席になったのですけれども、2日間で144人の方に御利用していただくことができました。
また、スタンプラリーにつきましては、9月から12月にわたって実施をいたしましたが、鳥居本、高宮といった中山道の宿場町に近江鉄道の駅があることから、近江鉄道を利用して、そういった宿場を巡っていただこうといったスタンプラリーでございまして、これは全体で約1,250人のご利用いただき、近江鉄道の活性化等に一定寄与したと考えているところでございます。
続きまして資料4です。
加速化交付金の申請をするに当たりまして、事業のＫＰＩ指標を設定しております。これにつきましては、観光入込客数を指標ととりまして、年間で330万人を目標とするという設定をしておりまして、実績としましては平成28年度で323万9,700人という結果でございました。

今後の方針としましては、近江鉄道沿線地域活性化協議会というのが今回初めて設定されたわけで、5市5町がまとまって近江鉄道と沿線地域の活性化をするということは今回初めて取り組んだわけでございますが、今回取り組んだ実績をもとにしまして、29年度以降も継続して近江鉄道沿線地域活性化に向けた取組をしていく予定としております。

以上です。
［会長］

ありがとうございました。
ただいまのご説明について、何かご質問はございますか。

それでは、ただいまのご説明いただきました事業について評価を行いたいと思いますが、事務局から事業の目標として設定された総合戦略のＫＰＩ達成に有効であったのか、無効であったのかを判断するように求められております。よろしくお願いします。
ご意見、ございますか。いかがでしょう。
彦根市としては2つの事業を実施ということで、「おいしがうれしが」と近江鉄道沿線のスタンプラリーをやられたということですが、いかがでしょうか。
事業は予定どおり終了ということですが、何かございますか。
今、言われた活性化協議会という言葉は、資料の中に書いてありましたか。沿線の自治体かどこかで活性化協議会を設置されたということですか。
［交通対策課長］

はい、そうです。

［会長］

それは非常に重要なポイントであると思います。
今後継続していく上においては、そういう仕組みができたのではないかと思いますが、いかがでしょうか。
［交通対策課長］

具体的に平成29年度においては、この沿線地域活性化協議会という組織を存続しまして、現在、28年度に実施した事業の振り返り等を進めているところです。

また、「おいしがうれしが電車」につきましては、実際に乗っていただいた方からは大変なご好評をいただいているところでありまして、何らかの形で継続できないかということを、今年度につきましては近江鉄道で独自に運行いただくように現在ご検討いただいているところでございます。

［会長］

ありがとうございます。非常に継続性があって、人気もあるということで、起爆剤という形になっていると理解しましたが、各委員の皆様方、いかがでしょう。

協議会で各自治体はまた別の取組をそれぞれやっておられるのですか。これは彦根市の取組といって説明いただきましたが、協議会の中で役割分担して進められているというようなイメージなのでしょうか。
［交通対策課長］

はい。協議会参加者の5市5町の中で、28年度の取組としましては、特に東近江市では台湾から雑誌の記者にお越しいただいて、それをもとに台湾での雑誌の記事を書いていただくということや、沿線地域全体を一つの観光エリアとした広域観光マップを作成するといった取組をされました。
今年度は、またそれをもとに新たな売り込みをしていこうと考えていらっしゃると思います。
［会長］

分かりました。それぞれが協力し合って役割分担して、一つの沿線地域を活性化するような取組かと理解しましたが、それでよろしいですか。

［交通対策課長］

はい。

［会長］

各委員の皆様方、いかがでしょうか。ご意見はございますか。

ＫＰＩで見ると330万人より少し少ないですが、率で見ますと98.17％ということで、ほぼ達成というイメージはしないでもないですが、委員の皆様方、いかがでしょう。よろしいですか。ということは、有効であったと判断させていただいてよろしいですか。
(異議なしの声)

では、ご異議ないようですので、本施策について有効であったと判断させていただきたいと思います。それでよろしいですか。
ありがとうございます。

それでは、次の事業について評価を行っていきたいと思います。2番目でございますが、「光とアートで発信する付加価値創造（ブランディング）事業」ということで、これについても説明をお願いしたいと思います。

［観光企画課長］
続きまして、地方創生加速化交付金事業を利用しました事業のうち、「光とアートで発信する付加価値創造（ブランディング）事業」について説明いたします。
まず、事業の目的といたしましては彦根市、そして多賀町エリアの交流人口と宿泊客数の増加を図ることで、観光事業者が起業しやすい地域経済環境づくりを行うことを目的といたしまして、さまざまな事業での連携を可能とするような仕組み、ネットワークをつくろうとするものでございます。交付金を充当する経費の内容といたしましては、大きく4点ございます。
まず1点目につきましては、彦根と多賀を結ぶ近江鉄道を利用しました新観光周遊ルートを開発して情報発信を行うプロモーション事業でございます。こちらは計画中でございますので資料にはございませんが、実績といたしましては世界で活躍されますブレイクダンサーのＴａｉｓｕｋｅさんという方を起用しましたビジュアル資料を作成されました。

例えば、彦根城をバックに甲冑を着たＴａｉｓｕｋｅさんが大きくジャンプするような格好の宣材写真等を撮りまして、新聞雑誌等のマスメディアに対しまして363件の露出を行われたところでございます。
2点目がライトアップ事業でございますが、こちらはアーススティックなライティング手法を採用するライトアップ事業でございます。こちらの実績といたしましては、9月30日に彦根城の大手門橋付近で点灯式を行いました。そして、10月1日から12月31日までの3か月間、いろは松の方向から望む佐和口多聞櫓などの白壁や石垣に、芸術的なライトアップを行われたところでございます。

3点目がライティングコンテスト事業でございまして、こちらのほうはライティングデザインを募集されまして、その入選された受賞作のオブジェを製作するものでございます。実績といたしましては、2月2日から20日の間、募集を行われまして入選作5点、1位の1点を選出されました。受賞作につきましては、3月18日、国宝彦根城の築城410年祭の開幕日ですが、この日に合わせて、彦根城の大手門橋付近で授賞式が行われまして、あわせて作品を展示されたところでございます。
4点目が今昔・和洋のクロスオーバーによるコンサート等の「不易流行」事業でございます。こちらの実績といたしましては、10月7日に金亀公園でＡＵＮ－Ｊさんがクラシックオーケストラを行われたのを皮切りにいたしまして、3月4日に清涼寺で佐野史郎さんらによります「小泉八雲・朗読の夕べ」まで計6回の文化イベントが行われたところでございます。
この交付対象事業に要する事業といたしましては、4,811万8,000円。彦根商工会議所内の彦根・多賀地域連携組織委員会へ交付したものでございます。
続きまして、資料4の中段をお願いいたします。この交付金申請時に設定したＫＰＩといたしましては観光消費額が190億円でございましたが、実績は166億円でございました。

また、延べ宿泊者数は33万7,500人に対し、こちらはそれを上回る39万1,600人という結果でございました。観光消費額は、この時点で設定いたしました目標とＫＰＩを下回っております。
なお、観光消費額につきましては、市で地域経済の波及効果というのを計測しておりますが、26年度、27年度は実施ができておりませんでした。
平成19年度から25年度まで効果を測定していましたが、平成25年度の観光消費額は141億円でございました。これに比べますと、この166億円というのは上回っておりまして、平成19年度から25年度までの観光消費額を見てみますと、イベント等を行った19年度、20年度では、170億円前後の観光消費額がありましたが、その後はそれより下回る数値で推移しております。これに比べますと、数値は上回ってきておりますので、このＫＰＩを見ましても、事業効果としましては地方創生に効果があったものと考えております。
この事業は予定どおり単年度で終了いたしますが、今後につきましては、このライトアップ事業は市の補助金により実施する予定でございまして、今後とも関係機関が実施されますイベント等と連携を促進いたしまして、夜型観光、宿泊者数の増加に向けた取組を進めていきたいと考えております。

以上でございます。

［会長］
ありがとうございました。ただいまのご説明について、ご意見、ご質問はございますか。いかがでしょう。

ＫＰＩで延べ宿泊者数は増加しているということですか。

［観光企画課長］

はい。目標とした設定に対して上回っているということです。

［会長］

観光消費額が190億円というのが目標でしたか。

［観光企画課長］

はい。

［会長］

これが高過ぎるということでしょうか。かなり意欲的な数字と理解したらいいのでしょうか。

［観光企画課長］

ちなみに、この時点でいろいろな計画を立てておりまして、この総合戦略を策定した年度として観光振興計画を立てているのですが、このときの観光振興計画につきましても年度ごとの目標値を定めております。計画の年度の時点が違うのです。目標をお示ししている年度の数字がそれぞれ違うのですが、観光振興計画では平成30年度に174件の目標数値を立てているのです。32年度が206億円の目標数値を立てておりますので、この臨時交付金の際にＫＰＩの設定が少し高かったという気もいたします。

［会長］

先ほどのご説明だと平成25年で141億円、20年だったら170億円ですから、一時期落ち込んだものが、また盛り返してきているというご説明でいいのですか。

［観光企画課長］

はい。19年度からの経過を見ますと、そういう形です。

［会長］

目標値がかなり意欲的な数字であると理解することになりますが、委員の皆様方、いかがでしょう。

［委員］

質問ですが、宿泊している方について、例えばビジネスで来ている方と、観光で来ている方の内訳は把握していますか。
観光施策として、ライトアップ事業などで観光を増やすということであると、宿泊者数のうち、観光目的の方だけ数字がとれるのか、気になったのですが、いかがでしょうか。

［観光企画課長］

宿泊者数の区分けですね。観光客かビジネスかということについてですが、観光協会で宿泊部会を組織されていまして、そこでホテル業界関係者が集まっているのですが、そこの中でビジネスのお客様があるところのホテルと、観光客が中心のホテルとで、一定分かれているとのことです。

ただ、その数字を細かく区分けして積算するということは統計上はやってないので、そこを区分けしながら分析するというのはなかなか難しいため、ホテルの宿泊の状況を聞く中で、ビジネスが増えている、減っているなどというご回答を受け、この傾向を見るということは可能かと思っております。
［会長］

よろしいですか。ありがとうございます。

ほかにございますか。

［委員］

私も彦根城、そして多賀の全てのライトアップを見学に行かせていただきました。ライトアップの時間帯に彦根の町の中を訪れると寂しい。例えば、夢京橋でも、ライトアップを通じて宿泊者が増え、消費しようと思っても飲食店が若干開いているだけで、ほとんどの店が閉まっている状態でした。
ライトアップ事業とタイアップして何かイベントを、例えば記念品や地場産業品などを買っていただけるよう、店舗と協働して取り組んでいくなど、商店街と協力しながら消費を促す方法も考えないといけない。現状ですと、見て、「ああ、きれいやな」で帰ってしまう。
一方、多賀は、例えば大滝の神社ですと、そこで地元の方がうどんを出すなど、火を焚きながら若干おもてなしをされて、寂しい場所なのですが、それなりきれいにライトアップされていて、地域と行政が結び付いていました。
ところが、彦根の場合、確かにお城、お堀のところ家紋はきれいに写っていますし、いろんな雑誌とかチラシでも全部載せておられますが、それだけなのです。
だから、そこからつながりが伸びていかないので、宿泊者が増えても消費が付いてこない。そこをうまくリンクさせる形で計画を今後立てれば、もう少し消費という部分が増えてくるのではないかと思います。高い目標ですが、目標を決めた以上はそこに近づける努力も今後はきちっとしていかなければならないのではないかと思います。
［会長］

非常にいいご意見をありがとうございました。その辺は今後の課題であると思いますが、ここに書いてあるように今後の方針の理由ということで、関係機関との連携を促進、宿泊者数の増加に繋がる取組を進めていくということが必要だと思います。
質問ですが、その次の「また、ＫＰＩ指標については、事業における具体的な効果を検証できる取組等を推進する。」とありますが、これは今のＫＰＩがもうひとつ、よくなかったというご認識なのでしょうか。

［観光企画課長］

そういう認識ではなく、あくまでＫＰＩは市内全域の宿泊者数という設定であり、事業そのものの効果がどれぐらいであったのかというところが、なかなか見えにくいところがありまして、それを例えばアンケートなど、具体的に事業に参加した方の感想を反映した指標がないと、別の理由で増えているかもしれないという事実を発見できないので、事業効果があるのかをもう少し検証するためには、そういった取組が必要ではないかという意味で書かせていただきました。

それと、宿泊数の増加のところですが、ライトアップそのものは過去からありましたが、お城またはその付近でいろんなイベントや、新たな事業を展開するなど、今回の事業では、今までにない取組をすることに重きを置いておりました。
よって、委員がおっしゃったように、イベントをするというところが主になっていまして、観光消費の呼び込みや、商店街と連携するというところまで、なかなかおよばなかったという意見が、事業者の人に話を聞く中で出ておりました。
よって、イベントや、ライトアップをするに当たって、例えば宿泊施設とのパッケージのようなものをつくって呼び込むようなところは必要性があったのですが、そこまで手が回らなかったという反省点がありましたので、記載をさせていただいたところです。
［会長］

ありがとうございます。

［委員］
　この光とアートを発信するプランをされた期間で、対前年比宿泊者数が増えたとかそういうデータはあるのですか。
実施された期間で対前年比と比べることをしないと、その事業で増えたのかというのが計測できないと思いますが、いかがでしょうか。

［観光企画課長］

　今、ここで示させていただいているＫＰＩは年間ですので、ご指摘のような事業期間に限定させていただいたものではございません。

［委員］

　そうしますと、例えば410年祭で増えたのか、このライトアップで増えたのか分からないと思いますので、部分的に計測することも必要だと思います。
事業が前年度だけで終わったというわけではないのであれば、継続的にそういった効果がはっきり分かるような資料を残していかなければ、本当に効果があったのか検証できないと思います。
そういったところから具体的にポイントを当ててやっていかなければ、例えば「効果があったのなら期間を長くしよう」、「どの季節に実施しようか」などの分析ができないので、そういった形で今後進められると、よりブランド力も付いてくると思いますので、そういった計測の方法を検討いただければと思います。
［会長］

　ありがとうございます。確かに計測というのは非常に重要で、どれがキーポイントかというのを見ることによって重点化も考えられるので、ぜひその辺はお願いできたらと思います。

　ほかにございますか。いかがでしょう。

　ライトアップ事業については、また今年度も市の補助金を使って実施されるということであり、実施された方にとっては実感があったということで、これを継続的にやろうとされていると私は理解したのですが、そういうことでよろしいですか。

［観光企画課長］

　事業は継続します。
今回の交付金を使った内容のうち、イベントにつきましては、今年度は行わないということですが、ライトアップそのものは事業として行っていきますので、連携という面で、ほかにある事業とどう結び付けていくかということで、今後は事業展開を図っていきたいと考えています。
［会長］

　はい、ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。ほかの事業との連携と商店街とか観光協会とかとの連携をうまく図っていただいて、スポット的に1週間とか何やらウィークみたいな形で取り組まれると、そんなに負担もなく、かなり効果が出るかなという気がいたします。

　ほかにご意見、ございますか。

［委員］

　今の計測という話に関連してお話しさせていただきますと、この4月から滋賀大学にデータサイエンス学部ができましたので、そういうデータをもとに発表していくというのは、ひとつ、相乗効果があろうかと思います。
いろんな連携をまた滋賀大学としていただくというのも大きなことにつながっていくのではないかと思いますので、付け加えさせていただきます。

［会長］

　貴重なご意見、ありがとうございました。大学との連携等も含めてご検討いただければと思いますので、よろしくお願いします。
　それでは、本事業についての評価でございますが、いかがでしょう。ちょっと目標値が高かったかなという気はいたしますけれども、延べ宿泊者数は一応123％、私の計算では20何％増えているということです。

　1つ、質問ですが、彦根市のホテルの稼働率ってどれぐらいですか。90％以上ですか。
まだまだ余裕があるというふうに考えればいいのですか。
［市長］

　季節によってはそういう時期もあります。

［会長］

　変動するのですか。

　では、それをうまくフラットするような形でやればいいわけですね。
［市長］

　このライティングの時期もそうですが、落ち込む時期というのが、例えば6月、1月、2月などですが、こういうときに何かイベントができないかということで、ライティングに関しましては、今年の2月、梅のライティングをやりかけました。

　ところが、天候の関係で、梅が咲くか、咲かないかぐらいの時期に暖かくなって、桜のシーズンになってしまったということですので、大変難しいことでございますが、それを何とかしていかなければならないということは思っております。

　ただ、このライティングが直接的に宿泊者数を増やしたかというと、おっしゃっていただいたように、もう少し精緻な分析が必要だと思いますが、大きな流れとしまして、見方はそれぞれだと思います。
新しいホテルについても、建設中のものが1つございます。あと、2か所、そういう構想が練られているということですので、ポテンシャルがあると思います。

　ただ、それぞれの観光入込客の消費コストが逆に低くなっているというところも問題でありますし、夜間の人の移動を何とか促進したいと思いまして、タクシー券なんかも出したのですが、ほとんど引き合いがないという状態です。

　ですから、もう少しいろいろな角度から見ていかなければならないとは思っておりますが、加速化交付金というものの趣旨もありましたので、これは結果でありますが、一定の効果はあったのだと思っております。

［会長］

　ありがとうございます。
延べ宿泊者数が増えているということで、観光消費額の目標値がかなり大きかったという気はいたしますが、いかがでしょうか。効果があると判断してよろしいですか。
 (異議なしの声)
では、効果があったということでご異議ないと判断いたします。ありがとうございました。

それでは最後、3つ目でございますが、近江「美食都市（ガストロノミック・シティ）」推進事業ということで、これについて担当の部署の方からご説明をお願いしたいと思います。

［地域経済振興課長］
それでは、私から地方創生推進交付金を活用した事業となります「近江美食都市（ガストロノミック・シティ）」推進事業について説明をさせていただきます。

この事業は、交流人口増加策を継続的、迅速に展開するために、食べる、泊まる、買う、楽しむという観光客が訪問地を選ぶ動機のうち、「食」と「買う」は大きな要素でございますので、この魅力の強化・充実・発信を図るため、一般社団法人近江ツーリズムボードが実施する事業に対して、補助を行うというものでございます。
農産物の新規マーケットを拡大し、生産の拡大を図っていこうと地域料理人の技術力向上と育成を図るためのセミナーの開催や、フードカーを活用した起業促進を図るなど食の分野にスポットを当てまして、新たな魅力として発信していくというものです。

次に、補助金額につきましては3,971万6,000円で、事業内容といたしましては5つの事業がございます。

まず、地域産品の調査・発掘・評価では、彦根市および周辺地域（米原市、多賀町、甲良町、豊郷町、愛荘町）の食材について調査研究を行い、付加価値の高い産品、ブランディングを行うもの。また、国内外の著名な飲食店への食材提供や食品業界へのプロモーションによって、新規マーケットを開発していく、さらには「近江食材カレンダー」、「近江ガストロノミーマップ」を作成し、重点食材をピックアップするというものです。

次に、一流料理人による料理セミナーの開催につきましては、「近江食材」の可能性開発、調理開発と地域料理人育成のための料理セミナーを開催するもので、一流料理人と地域料理人との個別交流を促進させ、一流若手人材の育成、誘致、交流を活性化させるというものです。

次に、ＤＭＯによる広報プロモーションにつきましては、イベント開催や国内外のシティプロモーションにおいて、本事業で作成した広告物と既存の広報物を複合的に活用し、魅力のある彦根周辺地域について情報を発信するものです。

次に、地域産品を使用するフードカーの開発については、フードカーを3台購入しまして、レンタル事業の基盤整備を行うとともに、歴史観光資源周辺の出店可能箇所を随時増やし付加価値を高めるものです。
最後に、地域産品による食企画での集客については、彦根城域を活用して、「梅林」(約400本)をテーマとした食とライトアップを組み合わせた集客イベント「Ｄｒａｍａｔｉｃ Ｌｅｇａｃｙ＋Ｄｉｎｉｎｇ 彦根 梅あかりと食の祭典」を実施するものです。

この事業は平成28年10月から31年3月までの3年間の事業となっております。また、ＫＰＩ指標につきましては、目標年月は平成31年3月ということで、観光入込客数として年間361万1,000人、うちこの事業による増加分といたしまして43万7,000人としております。
また、平成28年の目標は観光入込客数で年間330万人、この事業による増加分といたしましては14万7,000人としております。

続きまして、資料4の平成28年度実施結果についてですが、ＫＰＩにつきましては、今まで申し上げましたように、年間330万人、この事業による増加分といたしまして14万7,000人でございます。

⑤の本事業終了後における実績値は平成28年の入込客数が323万9,700人で、この事業が実施されましたのが平成29年2月の「梅あかりと食の祭典」からであり、当該イベントの来場者2,128人については直接反映しているわけではありません。
これは、そもそも国の交付金採択が28年8月下旬であり、そこからの事業着手であったため、準備作業が中心とならざるを得ない状況でした。

よって、観光客を呼ぶイベントとしては「梅あかりと食の祭典」にとどまったところです。しかしながら、フードカーの導入など、誘客の土台作りとしては一定の成果があり、現在開催中の「彦根城築城410年祭」で活用するなど、事業実施主体による誘客イベントに期待が持てると考えております。

以上です。
［会長］
はい、ご説明をありがとうございました。ただいまのご説明について、何かご質問、ご意見はございますか。いかがでしょうか。
［委員］
内訳の料理セミナーの開催日ですが、その分と入込客数の指標の関係はどういう関係にあるのか教えていただきたいのです。

［地域経済振興課長補佐］
ご質問いただきました料理セミナーの開催と入込客数につきましては、直接関係はないと考えております。料理セミナーにつきまして今回開催したのは、地域の料理人に対するセミナーでございますので、直接のリンクはございません。

［委員］
ありがとうございます。
［会長］
地域の料理人に対し、多く食材を使って、こんな料理ができるというようなことを教えたということですか。もう一回確認したということでよろしいですね。

［地域経済振興課長補佐］

料理セミナーの内容につきましては、3回開催していますが、主に関東から、群馬県の方が一人、あとは東京の方だったと思いますが、その道で著名な料理人、和食の方、洋食の方を講師として招きまして、彦根地域の料理人に対して、彦根周辺の食材を使った料理の講習を行ったと聞いております。

［会長］

ありがとうございます。地元の料理人の方が地元の食材をより知っていただくというようなイメージかなとは思いますが、いいでしょうか。
ほかにございますか。
［委員］

質問です。

この事業に関しては、滋賀県外にもそういった告知とかをされて、広い視野でされているのかどうかをお聞きしたいのですが、いかがでしょうか。

［地域経済振興課長補佐］

先ほど説明申し上げましたとおり5本の柱からなっているというところでございますが、一番最後にイベントを1つしております。3月の中旬から後半にかけて梅林で食と光のフェアという形でさせていただいていますが、これにつきましては県外でのプロモーションもされております。

［委員］

ありがとうございます。

［会長］

ありがとうございます。

確認ですが、この資料4では、「実施されたのが平成29年2月から」と書いてありますね。
どういうことですか。
［地域経済振興課長補佐］

こちらに示させていただきました実績値につきまして、観光入込客数ですが、平成28年の数字しか最新では出せないといったところです。本事業は、開始されたのが年明けからとなっております。そして、2,128人という数値については先ほど申し上げた梅林でのイベントに係る動員数であり、3月に延べ8日間実施したものでございます。
［会長］

年度の数値ではなくて、12月末で数値を切るということだからカウントできなかったということですね。分かりました。
しかし、実際に「梅あかりと食の祭典」では2,128人動員したことから、効果はありそうという感じもしないでもないのですが、その辺、委員先生方がどう判断されるかですが、いかがですか。ご意見はございますか。
計画がいろいろと盛りだくさんになって、準備に時間を要したということがポイントだと思いますが、いかがでしょうか。
これも「梅のあかりと食の祭典」を連携して実施しようとされているから、余計に準備に力がかかるということで大変なのではないかと思います。先ほど評価した2つの事業についても、今後色々なところと連携するとなると、さらに準備を周到にしないとうまく進まないということも予想されるので、これは今後進めていく上において非常に重要な勉強になった点かとは思いますが、委員の皆様方、いかがでしょうか。
［委員］

この事業は主に彦根商工会議所、そして近江ツーリズムボードを中心にいろんな企画の中でやっております。そういった中では、先ほどの一流料理人の料理セミナーというのも、直接的ではないのですが、若手の一流の料理人から滋賀の食材を学んで、また出していくという過程だと思いますので、例えば彦根でしたらホワイトアスパラ、彦根梨といった食材をいかにブランディングしてやっていくかという取組は、すぐにできるものではないと思いますので、経過年数の中でブランディングしていくところでは、まず一歩進んでいるのではないかと思います。
こちらに書いてあるフードカーというのが実際に稼働し始めたのが、梅あかりから一部試作的に出たという形でございますので、今後、410年祭でいろんなところで出るということを聞いておりますので、そういった意味での効果というのが今後出てくると、期待できると考えます。
［会長］

非常に貴重なご意見をありがとうございます。今後に期待したいと、私もそのように思います。

ただ、準備でかなり労力がかかったということです。
これについては、今後に期待できるかどうかというのが一つの判断材料かと思います。いかがでしょうか。効果があると判断してよろしいですか。
 (異議なしの声)
では、そうさせていただきたいと思います。

3件目の評価を終わらせていただきまして、これで全て次第にありました議題の審議が終了いたしました。この際でございますので、何か全体についてのご質問、ご意見がございましたらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

よろしいですか。それでは、議事が済み、何もご意見がございませんので、本日の会議はこれで終了したいと思います。ありがとうございました。

それでは、進行を事務局にお返ししたいと思います。よろしくお願いします。
［地域経営・地方創生推進室長］
どうもありがとうございました。

事務連絡を申し上げたいと思います。まず今後の協議会の予定についてでございますが、第2回を7月27日木曜日、10時から12時、第3回を8月7日月曜日、14時半から16時半で開催したいと考えておりますので、来週中にも日程の確認を各委員様にさせていただきたいと考えております。つきましては、スケジュールを1度、ご確認をいただきまして、出席が難しいようでありましたら企画課までご連絡いただきますよう、お願いいたします。
なお、この後、事前にお願いをしておりました報酬の支払先の口座等の手続をいたします。事務局で対応いたしますので、手続がお済みになられた方から順次お帰りいただきますように、よろしくお願いいたします。

本日は長時間にわたりまして、どうもありがとうございました。

［委員］
質問してよろしいですか。今、委嘱されている私が出席できないときは、例えば私どもの次席者が出席するというのは可能なのでしょうか。
次席者の方が参加されれば、いらっしゃらないよりはいろんな議論ができるのではないかと考えていますが、いかがでしょうか。

［地域経営・地方創生推進室］
もちろん、代理の方を昨年度も立てていただいた経緯もございまして、大変貴重なご意見をいただいていますので、当方としましてもありがたかったというところです。

ただ、委嘱としましては、あくまで個人でさせていただいていますので、協議会の成立の条件となります出席者にはカウントできません。その点だけご留意いただきますよう、お願いいたします。

［地域経営・地方創生推進室長］
それでは、長時間にわたりまして、どうもありがとうございました。
 (終了)
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